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リスク管理態勢

 統合的リスク管理態勢

監査役会 取締役会

常 務 会緊急対策会議
（警戒対策会議）

外　部　監　査　・　監　査　法　人

監　　　査　　　部

本部各部室　・　営業店　・　連結対象子会社

各種委員会

統括部署
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信用リスク
（審査部） 有形資産リスク

（総務部）
人的リスク
（人事部）

法務リスク
（経営管理部）

システムリスク
（事務統括部）

事務リスク
（事務統括部）

市場リスク
（経営管理部）

流動性リスク
（経営管理部）

区　分
（主管部署）

運営部署

内部監査部署

コンプライアンス委員会
（コンプライアンス小委員会）

ALM委員会
（ALM小委員会）

リ　ス　ク　管　理　体　制

経営管理部 経営管理部

法令等遵守
（経営管理部）

オペレーショナル・リスク（経営管理部）

コンプライアンス体制

風評リスク
（総合企画部）

リスク管理体制図

オペレーショナル・リスク管理委員会
（オペレーショナル・リスク管理小委員会）

　近年、金融機関を取り巻く経営環境は大きく変化し、
直面するリスクも一層多様化、複雑化しています。
　こうした環境のもと、当行は、経営の健全性・適切

性を維持し、お客さまに安心してお取引いただくため、
リスク管理を経営の最重要課題の一つに位置づけ、リ
スク管理の高度化に取組んでいます。

　当行では、銀行業務を遂行するうえで直面するさま
ざまなリスクに対応するため、リスク毎に主管部署を
定めるとともに、当行が保有するリスクを統合的に管
理する部署として経営管理部を設置し、リスクの所在
や大きさを的確に把握し、迅速に対応しています。
　さらに、リスク管理の基本方針等を、「統合的リスク
管理規程」をはじめとする各種リスク管理規程に定め、
リスク管理に万全の態勢で臨んでいます。
　また、各リスクを統一的な尺度で計量化し、経営体
力に照らしてリスク量や自己資本の額を適正な水準に

コントロールするという「統合リスク管理」の考えの
もと、半期毎に自己資本の範囲内でリスクの種類毎の
リスク資本（リスク基準額）を決定し、リスク資本の
範囲内に、各リスク量（VaRなど）が収まるようコン
トロールしています。
　各リスクの状況については、毎月開催するALM委員
会にて評価し、適切なコントロールを行う態勢を確立
しており、経営の健全性確保と収益性の向上、資本の
有効活用の観点から、より効率的・効果的なリスク・
リターン運営をめざしています。

（平成25年7月1日現在）
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　自己資本管理とは、自己資本充実に関する施策の実
施、自己資本充実度の評価および自己資本比率の算定
を行うことをいいます。
　当行では、銀行の健全性の指標である自己資本比率
について、四半期毎に算出し、自己資本比率および
Tier1比率の変動要因分析等により、自己資本充実度を
評価しています。
　また、「統合リスク管理」の手法により当行が直面す
るさまざまなリスクを計量化し、そのリスク量と自己
資本とを定期的に比較することにより、各リスクのコ

ントロールおよび各リスクに応じた自己資本充実度の
評価を実施しています。
　自己資本充実度の評価については、定期的に開催さ
れるALM委員会等を通じて、自己資本配分額の見直し
や必要な資本政策の検討等、適時に適切な自己資本運
営を行う態勢としており、この自己資本管理態勢を十
分に機能させることにより、適正なリスクコントロー
ルによる経営の健全性の確保および資本の有効活用に
よる収益性の向上を図っています。

■自己資本管理

　当行では、資産の健全性を維持・確保するため、営
業推進部門とは分離独立した審査管理態勢を整え、信
用リスク管理を行っています。
　リスク管理部署としては、審査部を設置し、お取引
先の信用度の調査や融資の審査および債権の管理を担
当しています。
　審査部においては、通常の一般審査や業種別審査を
行う審査グループに加え、業況悪化先などを集中的に
管理する管理グループ、また、お取引先の業績の改善
に向けた活動を側面からサポートする企業サポート室
を設置し、お取引先の状況に適したリスク管理を機動
的に行える体制を作っています。
　審査管理の方策としては、厳格な自己査定、また自
己査定の債務者区分と整合性を持った信用格付制度等

を活用し、信用力を客観的に把握し管理しています。
また、信用格付による信用度に応じた金利設定方針（プ
ライシング）を導入し、管理を強化するとともに収益
性を向上させる運用施策を行っています。
　一定額以上の貸出先については、取引方針を定期的
かつ適時に見直すとともに与信限度額を設定し、管理
を厳格に行うことによりリスクの低減を図っています。
　また貸出全体のポートフォリオ管理を行うため、業
種や格付グループなどのセグメント分析、将来起こり
うる損失額を統計的な手法を用いて計測する信用リス
クの計量化、担保評価の精緻化を図る不動産担保評価
システム等、システムによる効率的な審査サポート態
勢の充実に取組んでいます。

■信用リスク管理

　資産査定とは、金融機関の保有する資産を個別に検
討し、資産内容の実態を正確に把握するためのもので
あり、信用リスクを管理する重要な手段であるととも
に、適正な償却・引当を行うための準備作業となるも
のです。なお、金融機関自らが行う資産査定を自己査
定といいます。
　当行では、「資産の自己査定等に関する規程」に基づ
き、営業店で自己査定を実施し、その内容を審査部が
チェックし、さらに監査部による監査により、厳格な
検証を行っています。また、この結果に基づき、適正
な償却・引当を実施しています。このように当行は、

資産査定管理態勢を
整備し、資産の健全
性の維持・向上に努
めています。

■資産査定管理
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　流動性リスクとは、運用と調達の期間のミスマッチ
や予期せぬ資金の流出により、必要な資金の確保が困
難になる、または通常よりも著しく高い金利での資金
調達を余儀なくされることにより当行が損失を被るリ
スク、いわゆる資金繰りリスクをいいます。
　当行では、ALM委員会で策定した月次資金計画に基
づき、資金繰り管理部署（証券国際部）が日々の資金
繰りを管理し、流動性リスク管理部署（経営管理部）が

管理状況をモニタリングしています。また、ALM委員
会において、資金化可能額・調達可能額を把握するな
ど資金繰りリスクに係る総合的な管理を行っています。
　さらに、資金繰り状況に応じ、「平常時」・「懸念時」・

「危機時」の３段階に区分し、各々の局面に応じた適切
な管理態勢を構築し、機動的な対応が図れるようにし
ています。

■流動性リスク管理

　オペレーショナル･リスクとは、銀行業務の過程、役
職員（パートタイマー、派遣社員等を含む）の活動も
しくはシステムが不適切であることまたは外生的な事
象により、当行が損失を被るリスクをいいます。
　当行では、オペレーショナル･リスクとして、事務リ
スク、システムリスク、法務リスク、人的リスク、有
形資産リスク、風評リスクを各担当部が専門的な立場
から管理しています。

　また、オペレーショナル・リスク管理委員会におい
て、事務事故等の損失情報の収集・分析結果や潜在的
なリスクの管理手法であるCSA（リスクコントロール
の自己評価）の分析結果等の報告を行い、各リスクを
一元的に管理し、対応策を組織的に協議することで、
重要性の高いリスクに優先的に対応し、リスクの極小
化を図るとともにPDCAサイクルの確立に努めていま
す。

■オペレーショナル・リスク管理

　事務リスクとは、正確な事務を怠る、あるいは事
故・不正等を起すことにより損失を被るリスクをいい
ます。
　当行では、正確かつ厳正な事務処理を通じて、お客
さまに信頼していただけるよう、事務規程等の整備・

遵守を徹底するとともに、各種事務研修や臨店事務指
導を定期的に実施し、役職員の事務水準の向上に努め
ています。また、事務処理のシステム化や集中化を推
進することにより、堅確化と効率化を図っています。

◦事務リスク管理

　システムリスクとは、コンピュータシステムのダウ
ンまたは誤作動等、システムの不備等に伴い損失を被
るリスクをいいます。さらに、システムリスクにはコ
ンピュータが不正に使用されることにより損失を被る
リスクを含みます。
　当行では、オンラインシステムの各種機器や通信回
線を二重化するとともに、大規模災害に備えた危機管
理計画対応マニュアルの制定やデータの分散管理およ

び「バックアップセンター」の構築を行い、万一のシ
ステム障害やオンライン停止時には速やかに業務を再
開できる体制を整備しています。
　コンピュータシステムの不正使用や情報漏洩対策と
して、お客さまのデータ等の厳正な管理を行うため、
各種取扱規程の整備、暗証番号等の重要情報の暗号化、
パソコンのデータ暗号化など、万全な安全対策を講じ
て、より安心確実なサービスの提供に取組んでいます。

◦システムリスク管理

　当行では、市場部門を取引の執行担当（フロントオ
フィス）と取引の事務処理担当（バックオフィス）と
に明確に組織分離し、相互に牽制する体制としていま
す。さらに、経営管理部が、リスク管理担当（ミドル
オフィス）として、リスク管理態勢の整備や市場部門
におけるリスク管理規程等の遵守状況のチェック、市
場部門のポジション・損益状況の把握を行っています。
また、預金、貸出金、有価証券などの資産・負債が抱
えるリスク量をVaR（バリュー・アット・リスク）手法、
BPV（ベーシスポイント・バリュー）手法、金利変動
シミュレーション等を用いて多面的に分析･把握し、適
時経営陣に報告しています。

　当行では、半期毎にALM委員会において、自己資本
や市場環境等を勘案してVaRによるリスク限度額を決
定し、各市場業務では、そのリスク限度額を遵守しな
がら収益の獲得に努めています。毎月のALM委員会に
おいて、各市場業務のリスク・収益の実績把握を行い、
市場見通し等を勘案した適切なリスクコントロールお
よび効率的な収益獲得の方法を検討しています。また、
市場がVaRの予測範囲を超えて変動した場合の影響を
把握するため、市場環境等やポートフォリオの特徴を
捉えたシナリオによりストレステストを行い、不測の
事態に備えています。

■市場リスク管理

VaR（バリュー・アット・リスク）
　市場の不利な動きに対し、一定期間、一定確率のもとで保有ポート
フォリオが被る可能性のある最大損失額を統計的に計測する手法。

BPV（ベーシスポイント・バリュー）
　市場金利が1単位（0.01％）変動した場合に、保有債券のポートフ
ォリオの現在価値がどの程度変化するかを計測する手法。

用 語 解 説

リスク管理態勢
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　人的リスクとは、報酬・手当・解雇等にかかる人事
運営上の不公平・不公正や、セクシャルハラスメント
等の差別的行為から当行が損失・損害を被るリスクを
いいます。

　当行では、人的リスクの顕在化による経済的損失・
信用失墜等が当行の経営および業務遂行に大きな影響
を及ぼし得ることを認識し、人的リスクを適切に管理
することにより、リスクの極小化を図っています。

◦人的リスク管理

　法務リスクとは、顧客に対する過失による義務違反
および不適切なビジネス・マーケット慣行から生じる
損失・損害を被るリスクをいいます。

　当行では、顧問弁護士等の外部専門家や経営管理部
によるリーガルチェックを通じて、法務リスクの回
避・軽減を図っています。

◦法務リスク管理

　有形資産リスクとは、災害その他の事象から生じる
有形資産の毀損・損害を被るリスクをいいます。
　当行では、有形資産リスクの顕在化による経済的損

失・信用失墜等が経営および業務遂行に大きな影響を
及ぼし得ることを認識し、有形資産リスクを適切に管
理することにより、リスクの極小化を図っています。

◦有形資産リスク管理

　風評リスクとは、評判の悪化や風説の流布等によ
り、信用が悪化することから生じる損失・損害を被る
リスクをいいます。
　当行では、風評リスクの顕在化による経済的損失・
信用失墜等が経営および業務遂行に大きな影響を及ぼ

し得ることを認識し、風評リスクを適切に管理するこ
とにより、リスクの極小化を図っています。また万一
リスクが顕在化した場合には、迅速かつ適切な対応に
より、その沈静化、事態の収拾を図るように管理して
います。

◦風評リスク管理

　リスク管理の充実・強化には、内部管理態勢が有効
に機能しているかを検証し、問題点等があれば改善を
図っていく必要があります。
　内部監査部署である監査部では、各部室店等におけ
るリスク管理の状況を把握したうえ、内部管理態勢が

適切に整備され、かつ有効に機能しているかを検証・
評価し、必要に応じ改善勧告等を行うことにより、リ
スク管理の充実・強化を促し、経営の健全性と業務の
適切性の確保に努めています。

 内部監査態勢

　上記のリスク管理態勢に加えて、大規模地震等の自
然災害、システム障害、新型インフルエンザ等感染症
の流行など業務上抱える危機の発生・顕在化などに適
切に対処するため、当行では「危機管理計画書」およ
び危機の種類ごとに「危機管理計画対応マニュアル」
を制定し、危機発生時には、危機レベルに応じて「緊
急対策会議」「対策本部」等が情報収集にあたり、一元
的に指導・命令を行うことで業務への影響を最小限に
とどめる態勢としています。
　また、万一の災害発生時等でも業務が継続できるよ
う設備の充実を図るなど、社会機能維持者としてお客
さまへのサービスを継続して提供できるような対策を

講じるとともに、毎年実施する危機管理訓練等を通じ
て危機管理態勢の実効性確保と継続的な改善に努めて
います。

 危機管理態勢
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